
　１．重要な会計方針

　　(1)　有価証券の評価基準及び評価方法　　

満期保有目的の債券…償却減価法（定額法）により処理しています

　　(2)　固定資産の減価償却の方法

　　(3)　引当金の計上基準

賞与引当金…職員賞与支給に備える為に、支給見込額の当期負担額を計上しています

　　(4)　消費税等の会計処理

税込方式により処理しています

　２．会計方針の変更

該当なし

　３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　基本財産

定期預金

　特定資産

　　退職給付引当資産

役員退任功労金資産

事業安定化基金

減価償却引当資産

修繕引当資産

退職共済年金積立資産

特別修繕積立資産

役員退職年金積立資産

貸倒引当金…債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に
より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込
み額を計上している。

15,106,284

36,200,000

30,850,8083,630,659 0

43,900,854 3,000,000 0 46,900,854

207,258,444

3,032,147 8,297 0 3,040,444

522,178

0 9,944,600

0 27,159,909

0 0 42,500,000

定率法により処理しています

退職給付引当金…職員退職金及び役員退任慰労金支給に備える為に規程・内規に基づき
退職給付債務見込額を計上しています。

当期減少額 当期末残高

8,183,400

0 42,500,000

ただし平成11年4月1日以降に取得した建物、平成12年4月1日以降に取得したｿﾌﾄｳｪｱは法
令に従い定額法で処理しています

当期増加額

1,307,386

24,979,383 2,180,526

361,714,161

0

1,761,200

小　　　　計

合　　　　計

前期末残高

206,736,266

科　　　　　目

小　　　　計

27,220,149

42,500,000

692,683,226

328,021,547

42,500,000

財務諸表に対する注記

35,000,000

0

退職給付制度は一時金制度（簡便法：自己都合退職による期末要支給額を算定）を採用
しています。

36,200,000 671,589,510

735,183,226 15,106,284

16,916,866 2,696,038 1,200,000

714,089,510

18,412,904



　４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　基本財産

　　土　　　　地定期預金

　特定資産

退職給付引当資産

役員退任功労金資産

事業安定化基金

減価償却引当資産

修繕引当資産

退職共済年金積立資産

特別修繕積立資産

役員退職年金積立資産

　５．担保に供している資産

　　　････（資産）×××円（帳簿価額）は、長期借入金×××円の担保に供している。該当ありません

　６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高（直接法により減価償却を行っている場合）

　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

建物

建物附属

構築物

工具器具

車両運搬具

備品

ソフトウェア

リース資産

　　　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

未収金

住宅建築資金貸付金 1,341,000

4,857,810 4,074,509 783,301

40,508,099

（207,258,444）（　　　　　 0）

16,539,295

328,021,547

23,968,804

（　　　　　 0）

164,085,221 152,016,739 12,068,482

519,750 519,748 2

11,641,749

（ 　　　    0）

（ 　　　    0）

（  3,040,444）

（ 30,850,808）

産からの充当額）

（ 42,500,000）

（ 27,159,909）

3,515,505

35,297,301

（ 42,500,000）

（　　　　　 0）（328,021,547）（　　　　　 0）

（  8,020,600）

（　　　　　 0）

（ 18,151,513）

（ 69,732,022）

207,258,444（　　　　　 0）

383,787,049合　　　　　計

債権の当期末残高

0

2,689,995

785,767,630 401,980,581

債権金額

518,734,814 328,484,569190,250,245

3,324,637

35,297,301

6,205,500

8,421,048

合　　　　　計 36,638,301 0

39,110,751 27,469,002

貸倒引当金の当期末残高科　　　　　目

1,341,000 0

11,745,685

科　　　　　目 取得価額 減価償却累計額

（671,589,510）

（ 69,732,022）（671,589,510）合　　　　計

671,589,510小　　　　計 （　　　　　 0）

714,089,510

27,159,909（　　　　　 0）

9,944,600

3,040,444

30,850,808（　　　　　 0）

（　　　　　 0）

（　　　　　 0）

46,900,854

小　　　　計

42,500,000

42,500,000

対応する額）

（　　　　　 0）

―

―

科　　　　　目

（ 42,500,000）

当期末残高

36,638,301

（ 27,159,909）

（  9,944,600）

当期末残高

18,412,904

（うち一般正味財

（ 46,900,854）

　７．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

（　　　　　 0）（ 18,412,904）（ 16,400,000）

（うち指定正味財

産からの充当額）

（うち負債に



　８．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

該当ありません

　９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

該当ありません

　10．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

該当ありません

　11．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

該当ありません

　12．関連当事者との取引の内容

該当ありません

　13．重要な後発事象

該当ありません

　14．その他

該当ありません

合　　　　　計

0

0 0 0

時　　価科　　　　　目 帳簿価額 評価損益


